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2022年 3月 13日

‖円 四季の森里山研究会

宮下修―・小野雅―・時田愉季子

「サクラの谷までゆつくり散歩」

一この日何の日 :3月 6日 ごろ、二十四節気 (に じゅうしせっき)では 【啓蟄】けいちつ。啓は

「ひらく」、蟄:ま『上の中に開じこもつていた虫」という意味。大地が温まつて冬ごもりから目

覚めた虫が顔を出すころ。3月 13日 は青函 トンネル開業記念日、新選組の日、サンドイッチ

の日.3月 13日 の誕生花は、イカリソウ、アネモネ、タンポポ

●スプリングロエフェメラルとは ・
・春の妖精たち。春のはかなきとも。エフェメラルとは、つかの間の、1まかない、短命なと
いう意味。春先に花を咲かせ、菫まで光合成を行つて地下や種子に栄養分を蓄え、その後、

春まで地下茎や球根で過ごす。

・フクジユソウ :キンポウゲ科で2月 ～4月に花が咲く。めでたい「福寿 (幸福と長寿)」 草。

・セツプンソウ :キンポウゲ科で節分のころに咲くというのが名の出来。

・カタクリ :ユ リ科で 3～5月が花期。雪国では雪解けとともに芽を出し、いち早く花を咲か

せる。昔は球根よリデンプン (片栗粉)を採取。

●ハナモモの話

・バラ科サクラ属。原産地は中国。品種章良が進んだのは江戸時代。モモの園芸品種で花が

きれいなものがハナモモ.ハ重咲きが多く、自色 (関白)、 桃色 (矢口)、 濃い桃色 (菊桃)、

紅白に咲き分ける品種 (源平桃)もある。

●サクラの話

0山野に自生する野生種の基本種は、ヤマザクラ、オオヤマザクラ、カスミザクラ、オオシ

マザクラ、エドヒガン、チョウジザクラ、マメザクラ、タカネザクラ、ミヤマザクラ、ク

マ∠ザクラの 10種

0サクラの谷で3月 中旬ごろきれいに見られるサクラ

“カンヒザクラ:関東では2月 下旬～3月中旬ごろ赤い花があまり開かず垂れ下がつて咲く。

沖縄では 1月 下旬。

・カンザクラ :早咲きのサクラの中でも特に早く、12月 ～3月上旬まで咲く。花は一重で

枝先よりたくさんの花柄が出てその先に1個の花がつく。●は淡い紅色。
Oサクラの話題 :

“ソメイヨシノの開花予想 (目安):1)400° 0の法則 (毎日の平均気温を加算 )、 2)600°

0法則 (毎日の最高気温を加算 )、 3)15℃以上の日が 1日 として、合計で 23日 ～24日

で開花。2月 1日 を起点。低温刺激による体眠打破とその後の気温の上昇が必要。

・ヨコハマヒザクラ :カ ンヒザクラとケンロクエンクマガイの交配種、ヨコハマヒザクラ

の開発者は港北区の出身の自井薫さん。1985年農林水産省品種登録

・ギヨイコウとウコンザクラ :花弁に業緑体を持ち、クロロフィルとカロチノイドの分量

の違いにより、黄色、黄緑、緑色系の花を咲かせる。

(次国の自然観察会は4月 10日 (日 )13時より。テーマは「樹木の花と若葉の色を楽しむ」)
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